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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成22年8月5日(2010.8.5)

【公開番号】特開2009-4138(P2009-4138A)
【公開日】平成21年1月8日(2009.1.8)
【年通号数】公開・登録公報2009-001
【出願番号】特願2007-162022(P2007-162022)
【国際特許分類】
   Ｆ２１Ｖ  29/00     (2006.01)
   Ｆ２１Ｙ 101/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ２１Ｍ   7/00    　　　Ｋ
   Ｆ２１Ｙ 101:00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年6月18日(2010.6.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
光照射方向前方が開放した筐体と、この筐体内に配置された光源と、この光源からの光を
光照射方向前方に向かって反射する反射面を備えたリフレクタと、上記筐体の開放した前
面を密閉する透光性材料から成る前面レンズと、を含んでいる車両用灯具において、上記
リフレクタの反射面を備えない側の面に密着した別体の熱伝導部材を備え上記筐体または
リフレクタが、断面形状が上記リフレクタの反射面を備えない面を一辺とするほぼＶ字形
状の溝部を備えており、上記熱伝導部材が、この溝部内に配置されていることを特徴とす
る車両用灯具。
【請求項２】
上記熱伝導部材が、上記リフレクタの反射面を備えない面に背向する面に、逆棘状構造を
備えていることを特徴とする、請求項１に記載の車両用灯具。
【請求項３】
上記熱伝導部材が、上記溝部内への挿入方向の大きさが、この溝部の奥行きより大きく選
定されていることを特徴とする、請求項１または２に記載の車両用灯具。
【請求項４】
上記リフレクタに隣接した第二のリフレクタを備えており、上記溝部の上記一辺とは異な
る他方の辺が、上記第二のリフレクタの反射面を備えない面であることを特徴とする、請
求項１から３の何れかに記載の車両用灯具。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
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【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
 上記目的は、本発明によれば、光照射方向前方が開放した筐体と、この筐体内に配置さ
れた光源と、この光源からの光を光照射方向前方に向かって反射する反射面を備えたリフ
レクタと、上記筐体の開放した前面を密閉する透光性材料から成る前面レンズと、を含ん
でいる車両用灯具において、上記リフレクタの反射面を備えない側の面に密着した別体の
熱伝導部材を備え上記筐体またはリフレクタが、断面形状が上記リフレクタの反射面を備
えない面を一辺とするほぼＶ字形状の溝部を備えており、上記熱伝導部材が、この溝部内
に配置されていることを特徴とする車両用灯具により、達成される。
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